
ＮＰO法人北海道歩くスキー協会

令和６年度前期・後期
令和６年６月１６日～令和７年５月１８日予定



【軽登山・野牛山539.2ｍ登山清水沢林道コース】
１、日 時 ： 令和６年１０月６日（日） ９：２０ ～ １４：００

２、集合場 所 ： 滝野自然学園
３、コース：

滝野自然学園出発（ミーテイング・準備体操後9：35）⇒最終民家手前登山口の

入口（10：03）⇒山頂の矢印（10：40）⇒野牛山三角点の設置された山頂到着

（11：25）⇒昼食後下山（12：30）⇒山頂の矢印（12：55）⇒登山口の入口（13：20）

⇒滝野自然学園（13：55）整理体操後解散（14：00）・・・ 約１０.５ｋm
４、参加人員 ： ６名
５、天 候 ：快晴、気温18℃、湿度70％
６、内 容 ：

●昨年と同様２年連続の野牛山の登山となりました。その為か、参加人員も

少ない最小の人員での登山となりました。

🔴野牛山は、札幌市南区滝野にある山で標高539.2ｍ、名前の由来は、

牛が寝ているように見える山容からとされています。

野牛山は札幌市、恵庭市の境界を成す稜線に有る山で札幌50峰に選定され

ています。



比較的手軽に登れる山ですが、登山者用の駐車場を持っていないの

と、山頂からの眺望も今一つであることから訪れる登山者の少ない山です。

今回も登山者には出会いませんでした。

山頂には昭和57年12月に雷が落ちて燃えてしまったオンコの古木があります。

●道路の向かって左手に有る最後の民家の横に、登山口の入口がありまし

た。滝野公園の裏手に当たり、小さな渡渉をして右手に回り、滝野公園

の柵沿いの登山道を歩く。ゲートが有り、この後林道に入りますが

四輪駆動車、バイク、バギー等の無断進入は禁止されています。

ゲートを超えると大きくカーブした清水沢林道に出ます。広い整備され
ている林道で高度感も無くノーストレスの登山です。

注意するのは熊だけ。右側に山頂の矢印の看板があるというので、

右手を確認しながら進みました。小さな山頂の矢印の看板に到着、

看板が出ていましたが、小さいのと木に取り付けてあるので見逃さない

よう注意が必要でした。真っすぐ行くと竹子山に行けるようです。



●全般的にはなだらかですが、山頂手前の急斜面にはロープが設置

されているところがあり、山頂までは時間は短いのですが急登箇所も多く、

本格的な登山を味わいました。勾配に加えて登山道は、まだ紅葉

シーズンでないのですが、少ないながらも、落ち葉があり、滑りやすいのて

ロープが有って有難かった。

●山頂からは札幌の市街地が見えるが、落葉シーズンでない為、まだ、
木々には葉が生い茂り、見通しが悪く、見通しの良い晴れた日には、

有明方向の白旗山(標高321.7m)、西岡方向の焼山（標高262m) 藻岩山・
恵庭岳・遠くの増毛山地の方も見えるとの事です。紅葉シーズンでの

登山を挑戦してみたいですね。

●今年は、熊の出没情報が多いため、鈴を準備してリュックに２個付けて
歩きました。幸い熊の痕跡も気配もなく無事に下山できました。



当園出発地点・・９時３５分出発



滝野自然学園前の滝野会館に集合

滝野神社の祭りです・祭りの
のぼり旗が多く立ってました。

滝野会館の管理人とお話し
する参加者
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出発前のミーティング・・清野運営長・・参加者６名



野牛山

登山口標識

林道分岐入口

滝野自然学園

配布資料より・・約１０．５ｋｍ



入念に準備体操



出発・・軽やかな足取りで・・

会話しながら・・・
体調も良く元気です・・・
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最終人家手前から細い林道入口前通過すると「野牛山登山口」
古い看板がありました・・林道へ向かう



笹薮が茂ってます・・・

川渡り難所バランスが必要・・



清水沢標識左に・・

全員渡りました・・



登山道へ入ります・・・・・頂上目指します

登山道の入口は分かりづらく小さな標識があるのみでした・・・

運営長から注意事項等・・
頂上目指します



頂上を目指して少しづつ急勾配になってきました

登山道の入口は分かりづらく小さな標識があるのみでした・・・急勾配を一歩づつ・・



笹がない小さな広場にフッキソウの大群が・・・癒されました

フッキソウの大群
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頂上の近く両側はかなり笹がかぶっていました

急勾配の連続・・ロープを使って

ロープが有り助かります・・頂上も近い



頂上入口には雷に打たれたオンコ古木・・
昭和５７年1２月、、雷の直撃を受けて燃えました。自然の驚異を再認識させる
とともに、雷の危険性についても改めて考えさせられる機会となりました。
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頂上での記念写真・・・皆さん満足して下山しました
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眺望を見る・・・木々の間から見える眺望は快晴の為良いです

すずらん丘陵公園や滝野霊園、札幌の市街地、藻岩山等が臨まれました



・

頂上で３0分程休憩・・昼食・・・頂上でそれぞれ・・

・

参加してよっかった・・昼食をしながら・・話が尽きない

眺望に見とれて・・

山頂での昼食

会話が尽きない
おにぎりが美味しいです
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頂上での記念写真・・・皆さん天気も良く元気一杯・・・



１２時３０分に下山開始・・

ロープにつかまり
慎重に下山・・

後ろ向きで・・慎重に下山
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最終組人家林道入口に到着後・・滝野自然学園へ
向かいました



天候にも恵まれました。紅葉は見られませんでしたが沿道では「ナナカマド」「イヌサフラン」
等を観賞し最終組も到着・ミーティング後笑顔・笑顔でした・・14：００に解散致しました

ナナカマド

イヌサフラン

最終組・・



令和６年度 後期集会
１，日時：令和６年１１月１７日 10:30～12:00
２，場 所：札幌市民活動プラザ星園 ２階会議室
３，参加人員： １７名
４，集会内容：

①理事長挨拶
②令和６年度後期事業計画について

＊令和６年度後期事業計画について
＊令和６年度後期事業計画の運営について
各運営長が発表

③その他
＊令和６年度歩くスキー行事予定表について
＊正会員と一般会員の現状について
＊令和６年度助成金・寄付金・広告収入について
＊令和６年度後期事業の出欠表について
＊その他：事務局長から



＊５０周年記念事業について

◆懇親会
今月30日・５０周年祝賀会実施の為懇親会
はありません



受付係（森眞枝氏）：参加者１７名



事務局長の司会で定刻に開催されました



丸山理事長挨拶



参加者の皆さん



後期事業計画について・・津久井執行委員長



令和６年度後期事業計画
後期 （11月～5月）

番号 開　催　日

正会員　10：30～12：00

市民活動プラザ星園2階大会議室

一般会員、正会員、招待者

11：50～14：00

ホテル　ポールスター札幌

市民活動プラザ星園2階中会議室

10：00～12：00

 1月04日(土） 滝野公園「滝野公園渓流ゾーン」

 1月11日(土） 滝野管理センター

 1月18日(土） 4回実施予定

 1月25日(土）

山　本 白旗山、札幌市

(副）豊吉 札幌スキー連盟

石狩市体育協会

第50回記念道民・札幌市民歩くスキーの集い兼第11 山  本 滝野公園、滝野管理センター

回滝野公園クロスカントリースキー記録会 （副)中村

白旗山

地下鉄真駒内駅→滝野霊園頭大仏→

駒岡保養センター→真駒内地下鉄駅

JR札幌駅→塩谷駅→登山→塩谷駅

→JR札幌駅

3 12月07日(土）
環境保護講座「北海道では自然エネルギーをこう
利用しよう」

事　業　名 主 務 者 備　考

1 11月17日(日） 後期集会
丸　山
理事長

2 11月30日（土） 50周年記念祝賀会
丸　山
理事長

池　内

8

 2月16日(日） 第12回スノーデュアスロン北海道2025 佐　藤 滝野公園、花サイクルクラブ

9

 2月24日(月祝）

4月27日(日) 滝野霊園・頭大仏とウォーキング 佐　藤10

5月18日（日） 塩谷丸山登山 津久井11

令和7年度初めての歩くスキー 津久井4

5

３月16日(日） 白旗山スノーハイキング　　　　距離4.5ｋ 清　野

第46回石狩浜歩くスキー＆かんじきウォーキングの集い 田　原 2月02日(日）

7

6

2月02日(日） 第45回札幌国際スキーマラソン大会
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佐藤氏 清野氏

池内氏
津久井氏


